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朝夕は涼気を感じられる季節となりました。寒暖差が大きく体調を崩しやすいのでお気を付けください。

　○　「健康経営」ってご存知ですか？　シリーズ２

頻度や損失の目安

頻度が多い。１人１
年あたり６０万円の
損失

頻度は少ない。医療
費等１１万円の損失

９月と３月の各１か月間は、福島県自殺対策強
化月間です。
自殺対策強化月間では、関係する団体が連携し
広報啓発活動を行っています。
全国の自殺者数は、４年連続で年間３万人を下
回っているものの依然として厳しい状況です。
福島県の平成２７年の自殺者数は、４１１人で
徐々に減少しています。

当所では精神科医師等による「心の健康相談」
（予約制・無料）
を行っておりますので、お気軽にご活用ください。
　（お問合せ先：当所保健福祉課　電話６３－０３０５）

今回は、従業員の体調不良が企業に与える影響についてお伝えします。
近年は少子高齢化により若い世代の人材不足が明らかとなっており、それに伴い従業員の平均年齢が
上昇しています。年齢と共に健康のリスクが上昇し、生産性の損失が増加します。

周囲の人が悩みを抱えているのでは？自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話を聞き、必要
に応じて専門家につなぎ、見守る役割を担う人のことを『ゲートキーパー』と言います。命の門番と
も位置づけられる人のことです。
誰も自殺に追い込まれることのない“生き心地の良い南会津”をめざすためには、職場全体だけでな
く家族や友人等みんなで声をかけあいながらで自殺予防対策に取り組むことが重要です。
当所ではゲートキーパーを養成する研修を行っていますので、興味のある方はご連絡ください。

意味

病気あるいは体調不良によ
り業務の生産性が低下する

病欠、病気休業

具体例

風邪を引き無理やり出社するも業
務に身が入らない
さらに、体調不良が長期化する

風邪を引いても、休養や適切な治
療を受けられ、長期化しにくい。

プレゼンティーイズム

アブセンティーイズム

損失する二つの生産性

　○　「ゲートキーパー」ってどんな人？

損失の目安で考えれば病欠よりも体調不良による生産性の低下の方が大きいとされています。
従業員は健康でいることが会社の利益につながります。生産性の向上は、業務時間の短縮やワークライフバラン
スの推進にもつながりより働きやすい職場となります。この機会に健康経営について取り組んでみませんか？

健康リスクの項目が増える

ごとに生産性が損失します 



必要以上の食塩摂取は、血圧の上昇だけでなく、濃い味を薄めるために他の食品をたくさん食べてしまい、肥満の
原因になります。福島県は全国と比較しても塩分摂取量が多いとされています。

食品には栄養成分表示がされており
食塩相当量は計算することができます
食塩相当量（ｇ）＝ナトリウム（ｇ）×２．５４
で算出することができます。

本県は全国に比べて肥満や高血圧の受診が多い状況にあります。

果物や山菜のおいしい「食欲の秋」を迎えましたが、食事をとる際は気を付けたいのが塩分！

 

 

 
 

 
 

 

 

 

日本人の食事摂取基準2015年版で

は、男性8ｇ、女性7ｇとされています

が、平成28年の実際の摂取量は、男

性10.8ｇ、女性9.2ｇです。 

福島県の男性は、11.9ｇ（全国1位）、

女性は9.9ｇ（全国2位）といずれも全国

平均や目標量を大きく上回っていま

す。 

平成28年国民健康･栄養調査結果の

概要：厚生労働省 
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